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住田実（すみた・みのる）
大分大学教育学部で 40 年教員養成に従事した後、フェリシアこども短期大学教授を経て、現
職。大分大学名誉教授。保健授業・教材研究、保健教材論を専門とし、養護教諭をはじめ教
育現場に寄り添った数多くの教材開発を行う。保健教育分野における映像教材の導入も先駆
け、監修・企画した NHK ビデオ・DVD 教材では、視聴覚教育分野の最高峰「教育映像祭」
で複数の「最優秀作品賞」「文部科学大臣賞」等を受賞。小誌にて「〔健康教材の研究〕ビジュ
アル探検：からだと健康の小宇宙」を 2015 年 3 月号まで 13 年（全 158 回）にわたり連載。『た
のしい健康教育の創造と “ふしぎ発見 ”の旅』シリーズ（東山書房）など著書多数。
【E-mail】sumita@oita-u.ac.jp

長年にわたり、保健教育に関する魅力ある教材づくりのノウハウや、
楽しい授業づくりのヒントなどを研究・発表してこられた住田実先
生。小誌にも、長きにわたり連載記事を寄稿してこられました。現
在、念願だったという養護教諭養成課程・特任教授の道を歩まれて
いる住田先生に、研究者としての来し方、授業づくりのアドバイス、
養護教諭へのメッセージなどを伺いました。

取材・構成：ひだいますみ（スタジオ・ペンネ）

魅力ある教材で楽しい保健教育を創ろう！

研究者人生の集大成として
養護教諭養成の道へ

九州女子短期大学

子ども健康学科・特任教授

（養護教諭養成課程）

住田 実先生インタビュー
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大分大学時代のエピソード

――長年、教育現場の視点から保
健教育の教材づくり・授業づくり
などの研究者として活躍してこら
れました。なかでも、大分大学時
代の思い出は？
住田　教育学部に赴任して間もな
い頃、養護教諭を対象にした講演
会を最後列で聞く機会がありまし
た。その講演では、「子どもの興
味関心が大切だ」「他教科のすぐ
れた実践に学ぶこと」「保健指導
の材料は、保健室にいくらでもこ
ろがっていますよ。どれほど活用
していますか？」。その内容に、
当時の私は「なるほどね」と思っ
たのですが、まわりの参加者の反
応はまったく違いました。「大学
の先生って、いいよね。ただ当た
り前のこと言っているだけじゃな
い」。そのつぶやきに、私は考え
させられました。それからです。
私が旅を始めたのは。現場の先生
方と一緒に教育実践を語る時、ど
のような力をつけないといけない
のか。それには、実地に現場を見
て回るしかありません。それから
25年以上、他教科の授業を積極的
に見て研究していました。当時の
養護教諭による教育実践は制度的
にもまだ整っていませんでした
し、それに比べて、他教科は、授
業づくりのノウハウがきわめて豊
富で、とても参考になりました。
たとえば、社会科でこんな授業が
ありました。東京の小学校の先生
が、平安時代の女性の絵を子ども
たちに見せ、「どうして扇で顔を
隠しているのかな？」「どうして
夜の絵が多いのかな？」と問うた

のです。そうして、当時は衛生面
での問題が多かったことから皮膚
病が多かったこと、電気がない時
代は、月明かりやろうそくの灯で
生活していたこと、昼間より適度
に暗い夜のほうが女性の肌や髪を
美しく見せたことなど、歴史の授
業なのに、子どもたちにとって身
近な病気や体のこと、暮らし方な
どをとおして教えていく授業でし
た。参観しながら、私は心の中で
叫んでいました。「これ、立派に
保健の授業だよ！」。そして、他
教科の授業めぐりと並行して、養
護教諭による実践研究めぐりも始
めました。

養護教諭との交流、保健教育界以

外のプロフェッショナルとの交流

――養護教諭の研究会も立ち上げ
られました。
住田　貴誌の1988年10月号から42

回にわたって「たのしい保健教材
の発想」を連載させていただきま
したが、その過程で本当に全国か
ら多くの読者からお便りや中には
実践記録・資料が郵送されてきま
した。段ボール箱で10箱を超える
量です。私にはその交信がどうし
てももったいなくて。研究会では、
現場で奮闘していた養護教諭がさ
まざまな実践例について話してく
れました。それも、私の研究人生
にとって大切な宝物であり、数々
の実践については、連載を通じて
全国の養護教諭の皆さんにも紹介
してきました。
――保健教育界としては初めての
映像教材（ビデオ、DVD）につ
いても、後に、実現されています。

住田　映像による保健教育の展開
については、実は80年代から大分
県の養護教諭サークルの方々から
要望がありました。当時NHK総
合TVで放映されていた「ウルト
ラアイ」という科学・生活番組。
のちに「くらべてみれば」「ため
してガッテン」に続く番組ですが、
食と健康に関する話題とわかりや
すい実験映像がたくさんあり、「こ
れを教室で使えるようにしたい！」
というのです。私の取り組みの発
露は、すべて現場からの要望なの
です。
――養護教諭に役立つ研究を手掛
け、現場の実践に最も近いところ
で寄り添ってこられたのですね。
住田　はじめに紹介した講演会の
最後列で耳にした現場教師たちの
ささやき、あれが私の教育研究の
原点なんです。それと、実はまる
で別次元の話題になりそうです
が、「保健教育界以外のプロフェッ
ショナルの方々との交流」も私の
歩みの特徴です。
――「保健教育界以外のプロ
フェッショナル」というと？
住田　映像制作に関わるようにな
ると、教育分野とはまた違った人々
との出会いがあります。NHK「た
めしてガッテン」のチーフプロ
デューサー・北折一さん、NHK

スペシャル「睡眠負債」の市川
衛さん、「口の中の未来予想図」
で著名な小児歯科医の岡崎好秀さ
ん、元西日本新聞編集委員で長期
新聞連載「食卓の向こう側」を手
掛けた佐藤弘さん、栄養教育界の
ホープ・永井成美さん、学校薬剤
師界のホープ・伊藤裕子さん。そ
して、NASA（アメリカ航空宇宙

Interview 住田実×『健康教室』

局）ジャーナリストの若居亘さん、
数え上げればきりがないほどのプ
ロフェッショナルの方々との人的
交流は、まさに視野を飛躍的に広
げてくれました。考えてみれば、
TV・新聞・マスコミ等の仕事は、
いずれも子どもから大人まで、全
年齢層を対象にして「特定のテー
マ」をいかに「面白く」「興味深
く」「心に響くように届ける」か、
その発想を「授業の展開」に置き
換えてみれば、教育の仕事と相通
じる面があるのです。

授業づくりのアドバイス

――養護教諭への授業づくりのア
ドバイスは？
住田　骨折についての授業の例が
印象的でした。普通は、文部科学
省のデータなどを用いますね。で
も、味気ない説明を聞く子どもた
ちにとっては、他人事であり、印
象にも残りにくいです。ところが、
ある観点から保健室のデータを工
夫すれば、一気に身近なものにな
るのです。ある養護教諭が保健室
のデータを利用した「からだの絵」
を黒板に貼って、「これはあなた

たちが〈入学した日から今日まで〉
の間に、この学校で骨折した人の
部位に×印を描いたものです。つ
まり×印の数が校内で発生した骨
折数。これを見て気づくことはあ
りませんか？」と問いました。子
どもたちが「腕や足の骨の真ん中
ではなく、端っこ（肘、ひざ、手
首、足首）に×印がついている」
ことに気づいたら、レントゲン写
真を見せ「端っこの部分は影が薄
いよね。これはあなたたちの骨が
成長していくからだよ。成長の途
中にあるということは、まだ骨が
やわらかいということで、だから
折れやすいんだよ」と説明します。
保健室に眠っているデータを活用
するとは、このようなことだった
のです。
――身近なデータなら、興味を持
つし、理解もしやすいですね。
住田　さらに、この授業には「仕
掛け」がありました。実は、この
授業が行われたのは、骨折したU

さんの「ギプスがとれた日」だっ
たのです。その子は、クラスに戻
るにあたって、さぞ緊張したり、
不安になったりしたことでしょう。
でも、その授業で本人を主役にす

ることで、すんなり授業に溶け込
めました。しかも、「Uさんのケ

ガは、この×印です。Uさんの骨
はまだ完全には治っていなくてリ
ハビリが必要だから、Uさんが転
ばないように、みんなで見守ろう
ね」と集団生活の中でのケガ防止
の指導にもつなげたのです。これ
には、本当に舌を巻きました。

養護教諭養成への思い

――保健室のデータを利用し、さ
らに担任の先生やその他のスタッ
フとも連携することで、ここまで
「深い学び」ができるのですね。
最後に、養護教諭養成への思いを
お聞かせください。
住田　今、念願だった養護教諭養
成に携われるようになって、とて
もワクワクしています。多くの先
輩に育てられた現場の養護教諭た
ち、そして今後、養護教諭として
羽ばたいていく卵たち、そうした
人々を結び、今後、巣立った教え
子たちから、もしもSOSや相談が
あったら、それを機に再会するの
も楽しみです。
――ありがとうございました。

健康教材の創出と授業実践を融合していく研究ス
タイルです。

研究室では、保健室におすすめの教具を展示しています。
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